
平成28年10月29日（土）・30日（日）
※開場：開始30分前
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主　　催　香川県・わがかがわ観光推進協議会
後　　援　香川県教育委員会・高松市・高松市教育委員会
　　　　　東かがわ市・東かがわ市教育委員会
　　　　　土庄町・土庄町教育委員会・小豆島町・小豆島町教育委員会
特別協力　琴平町・琴平町教育委員会
お問合せ　わがかがわ観光推進協議会 （香川県観光振興課内）
　　　　　TEL:087-832 -3360　FAX:087-835-5210
　　　　　E-mail：kanko@pref.kagawa.lg.jp
香川県公式観光サイト「うどん県旅ネット」  http://www.my-kagawa.jp

農村歌舞伎　 に染まります。農村歌舞伎　 に染まります。

「さぬき歌舞伎まつり」への入場方法

美作市重要無形民俗文化財
「粟井春日歌舞伎保存会」

入場無料。ただし、入場券が必要。
●入場券は、事前に申し込みいただいた方に先着順で配布するほか、
当日、会場でも先着順に配布します。

●事前申込の方法等は下記のとおりです。

〈申込方法〉
往復はがきに住所・氏名・連絡先・ご希望の日時の入場券番号（①29日、
②30日午前、③30日午後。複数選択可）と枚数を明記し、下記まで申し
込んでください。（①～③各400枚を配布予定。）

〈申込受付期間〉
～平成28年10月19日（水）必着。

〈受取方法〉
配布が決定した入場券番号と枚数を往復はがきに記入し、返送
しますので、当日、会場にて入場券と引き換えてください。

〈申込先〉
〒760-8570　高松市番町四丁目1-10
わがかがわ観光推進協議会 （香川県観光振興課内）
「さぬき歌舞伎まつり」入場券係
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■ JR土讃線琴平駅、または高松琴平電気鉄道琴平駅より徒歩約20分
■ 四国横断自動車道善通寺ICより約9km、または瀬戸中央自動車道坂出ICより約16km

琴平町公会堂

岡山県重要無形民俗文化財
「横仙歌舞伎保存会」

香川県指定無形民俗文化財
「農村歌舞伎祇園座」

香川県指定無形民俗文化財
「肥土山農村歌舞伎保存会」

色
この秋も琴平はこの秋も琴平は

色

　江戸時代後期、徳島へ藍染の
出稼ぎに行った若者たちが習っ
てきた芝居を、氏神の祭礼に演
じたのが始まりとされる。
　昭和40年に県無形民俗文化
財に指定、平成22年にユネスコ
の「プロジェクト未来遺産」に認
定される。

東かがわ市指定無形民俗文化財
「東かがわだんじり子供歌舞伎保存会」
　白鳥神社に奉納されるダンジ
リ（檀尻）を舞台に子供が歌舞伎
を演じる芸能で、江戸時代末期
の文献に記録が残る。戦後に一
時中断するが復活し、上演が続
いている。
　平成12年に東かがわ市無形
民俗文化財に指定されている。

香川県指定無形民俗文化財
「中山農村歌舞伎保存会」
　江戸時代中期に伊勢参りをし
た島民が上方の歌舞伎関連の
品 を々春日神社に奉納したのが
起源とされ、やがて島民自らが
演じるようになった。
　昭和50年に県無形民俗文化
財に指定され、昭和62年には舞
台が国の重要有形民俗文化財
に指定される。

「多可町中央公民館 播州歌舞伎クラブ」
　江戸時代に起こった兵庫県加西市
の高室芝居の流れをくむ農村歌舞伎
で、多可町の嵐獅山一座によって受け
継がれてきた。平成６年に多可町中央
公民館播州歌舞伎クラブが発足。一
座の指導を受けた10～30歳代の女
性を中心に伝統を引き継ぎながらも
新しい時代を築いている。江戸時代に
兵庫県加西市の高室芝居が当地で
興行したことに始まる播州歌舞伎。

「川東校区放課後子ども歌舞伎教室」

　放課後などの教室を活用し、地
域の協力を得て、子どもたちが様々
な体験や交流活動を通して豊かな
人間性を育むことを目的とした放
課後子ども教室。川東校区では
祇園座の指導による農村歌舞伎
を通して、地域に伝わる伝統文化
を肌で感じながら、日々、自主性や
創造性に磨きをかけている。

　江戸時代末期から播州歌舞
伎の影響で岡山県美作市に普及
したとされ、昭和52年に保存会を
結成する。
　平成５年に作東町（現美作市）
重要無形民俗文化財に指定さ
れ、芝居小屋「春日座」も完成。地
元の小学生も毎年上演し、その
伝統をつないでいる。

　江戸時代から岡山県奈義町に
伝わる伝統芸能で、昭和41年に
有志が保存会を発足、昭和51年
に岡山県重要無形民俗文化財
に指定される。奈義町では歌舞
伎専門職員を採用し、年４回の
定期公演のほか、出張公演やこ
ども歌舞伎教室を行うなど積極
的に取り組んでいる。

　江戸時代前期、ため池の完成
を祝い仮小屋で芝居をしたのが
始まりと言われ、後期には島民が
芝居を行うようになったとされる。
　昭和50年に県無形民俗文化
財に指定され、同年に舞台も国
の重要有形民俗文化財に指定
される。


